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1. 概要 

Light Emulator-1 は ECHONET Lite を実装
した「一般照明」エミュレターです。OPENECHO 
for Processing のソースコードで配布され
Windows/Mac/Linux 上で動作可能です。動作状
態(ON/OFF)、点灯モード設定、照度レベル設定、
カラー灯モード時 RGB 値設定が可能です。 

 
 
 
2. 機能・特徴 

GUI または ECHONET Lite から操作することができます。 
GUI または ECHONET Lite コマンドで動作状態を OFF にした場合、 
- 電源 OFF 時の各プロパティ値は保存されます 
- 電源 OFF 状態でもプロパティ値の設定が可能です(GUI/ECHONET Lite) 
ノードプロファイル、機器オブジェクトは以下のプロパティ(EPC)を実装しています。 

 

ノードプロパティ EPC Access 
mode EDT 

動作状態 0x80 Get/Anno 0x30: ON 

規格 Version 情報 0x82 Get 0x01010100: 1.11 

識別番号 0x83 Get 0xFE0000770000000000xxxxxxxxxxxxxxxx 
（下位８Byte は乱数で発生） 

メーカーコード 0x8A Get 0x000077 (KAIT) 

商品コード 0x8C Get 0x4B4149542D4C454D30303100 
(KAIT-LEM001) 

製造年月日 0x8E Get 0x07DF030A (YYMD: 2015.03.10) 

状変アナウンスプロパティマップ 0x9D Get 0x02D580 

Set アナウンスプロパティマップ 0x9E Get 0x01BF 

Get アナウンスプロパティマップ 0x9F Get 0x0E8382808E8C8AD3D6D7D49E9F9DBF 

個体識別情報 0xBF Set/Get 0x8001 

自ノードインスタンス数 0xD3 Get 0x000001 

自ノードクラス数 0xD4 Get 0x0002 

インスタンスリスト通知 0xD5 Anno 0x01029001 

自ノードインスタンスリスト S 0xD6 Get 0x01029001 

自ノードクラスリスト S 0xD7 Get 0x010290 

 
  



機器オブジェクトプロパティ EPC Access 
mode EDT 

動作状態 0x80 Get 0x30: ON, 0x31: OFF 

設置場所 0x81 Set/Get 0x00 

規格 Version 情報 0x82 Get 0x00004300: ‘C’ (OpenECHOで設定されています) 

識別番号 0x83 Get 0xFE0000770000000000xxxxxxxxxxxxxxxx 
（下位８Byte は乱数で発生） 

異常発生状態 0x88 Get 0x42 

メーカーコード 0x8A Get 0x000077（神奈川工科大学） 

商品コード 0x8C Get 0x4B4149542D4C454D30303100 
(KAIT-LEM001) 

状変アナウンスプロパティマップ 0x9D Get 0x03818088 

Set アナウンスプロパティマップ 0x9E Get 0x05B6C0B08180 

Get アナウンスプロパティマップ 0x9F Get 0x0BB6C0B08281809E9F9D8A88 

点灯モード設定 0xB6 Set/Get 0x41: 自動（通常灯と同じ動作をします） 
0x42: 通常灯(default) 
0x43: 常夜灯 
0x45: カラー灯 

照度レベル設定 0xB0 Set/Get 0x00: 0% ~ 0x64: 100%(default) 
点灯モードが通常灯の場合は照度が反映されます。 
他のモードの場合は、照度レベルは設定されますが、
その時点では照度の変更はなく、点灯モードが通常灯
になった時点で照度が反映されます。 

カラー灯モード時 RGB設定 0xC0 Set/Get 3 バイトで R,G,B 値を設定。 
1st byte: R, 2nd byte: G, 3rd byte: B 
それぞれ値域は 0x00~0xFF。 
Default 値: 
Instance-1: 0xFF0000 (red) 
Instance-2: 0x00FF00 (green) 
Instance-3: 0x0000FF (blue) 

 
 
3. LightEmulator_1.pde 動作手順 

LightEmulator_1 を実行するには、Processing をインストールし、plugin として OpenECHO
と controlP5 をインストールし、それから LightEmulator_1.pde を起動します。Processing は
version2.2.1 以上が必要です。 

 
1. Processing をダウンロードし、解凍する (https://www.processing.org/) 
2. OpenECHO for Processing をダウンロードし、解凍する。 

(https://smarthouse-center.org/sdk/download/) 
3. Processing マニュアルに従い libraries フォルダに controlP5，OpenECHO フォルダを移動する 
4. LightEmulator_1.pde をダブルクリックして Processing を起動し、メニューの Sketch/Import 
Library で controlP5, OpenECHO を確認する 

5. 起動した Processing の Window の左上の Run ボタン（右向き三角）をクリックする 
 
4. SSNG を使って、色を変更する手順 
1. GUI の「ON」をクリックするとランプが白く点灯する 
2. GUI の「COLOR」をクリックするとランプが「赤」となる 
3. ランプ１の色を R=0xC0, G=0x00, B=0xC0 （紫色）に変更したい場合は、 

SSNG で LightEmulator_1 を探索したのち、以下のパラメータを設定して送信する 
 DEOJ=「一般照明」ESV=「書き込み」EPC=C0 EDT1=C000C0 



 

 
 

5. NOTE 
機器オブジェクトの規格バージョンは利用する OpenECHO のバージョンによって決まります。現

時点で最新の 2014.05.02 版を使うと、Realease C 対応となります。 
LightEmulator_1 に「SetGet」コマンドを投げると、「SetGet_SNA」を返答しますが、OpenECHO

（2014.05.02 版）のバグのため、電文の最後に１バイト「0x00」が抜けています。 
 


